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　投稿

定時制高校生における大麻など違法薬物に関する意識調査

磯
イソムラ

村　毅
タケシ
＊

＊予防医療研究所代表

目的　違法薬物乱用防止のためには，青年期の若者における違法薬物への意識や違法薬物との接点
について理解することが大切である。大麻はタバコと同様に煙の吸引により使用するため，喫
煙の常習化からの進展しやすさが想定できる。そこで若年者における喫煙経験と大麻との関連
について検討した。

方法　愛知県内の定時制高校の生徒90名に，喫煙行動および大麻など違法薬物に関する意識調査を
実施し，40歳以上の 4名と喫煙行動が無回答の15名を除いた71名を対象として解析した。

結果　喫煙行動別に人数，平均年齢は，現喫煙群（11名，18.1歳），前喫煙群（ 8名，17.1歳），試
し喫煙群（10名，17.6歳），非喫煙群（42名，17.4歳）であった。「周囲に大麻などを所持また
は使用した人がいる」と回答した人は，試し喫煙群＋非喫煙群の52名中 1名（ 2％）に比べ，
現喫煙群＋前喫煙群では回答者17名中 6名（35％）と多かった（ｐ＜0.001）。大麻などを手に
入れるのは，「簡単だと思う」または，「何とか手に入ると思う」と回答した人は，試し喫煙群
＋非喫煙群で52名中25名（48％）に対し，現喫煙群＋前喫煙群では18名中16名（89％）に達し
た（ｐ＜0.01）。大麻の有害性の認識は，「大麻には中毒になる危険がないと思う」と答えた生
徒は69名中22名（32％），「大麻には犯罪に巻き込まれる危険がないと思う」と答えた生徒は70
名中24名（34％）であった。これらの回答は，非喫煙群において順に42名中18名（43％），19
名（45％）であり，いずれも現喫煙群＋前喫煙群＋試し喫煙群と比較して有意に高かった（ｐ
＜0.05）。これらの回答は，非喫煙群で大麻などを「入手不可能」と回答した24名では順に15
名（63％），16名（67％）で，「入手可能」と回答した非喫煙群に比べ多かった（ｐ＜0.01）。

結論　喫煙が違法薬物のゲートウェイとなっている可能性が示唆された。また，有害性の認識が非
喫煙群の大麻などを「入手不可能」と回答した生徒において低かったことから，非喫煙のごく
一般の若者において，大麻などに対する警戒感が緩んでいることが危惧された。

キーワード　喫煙，大麻，違法薬物，ゲートウェイドラッグ，定時制高校

Ⅰ　は　じ　め　に

　違法薬物乱用防止のためには，青年期の若者
における違法薬物への意識や違法薬物との接点
について理解することが大切である。しかしこ
うした情報の多くは薬物事犯事例や治療症例に
基づくものであり，乱用の実態調査は限られて
いる。特に大麻はタバコと同様に煙を吸うこと

から，ゲートウェイドラッグとしての喫煙を想
定しうるが，検索する限りにおいて喫煙と大麻
の関係を調べた調査はみられなかった。今回，
定時制高校生を対象として大麻など違法薬物に
関する意識調査を実施する機会を得たので報告
する。

Ⅱ　方　　　法

　対象は愛知県内都市部にある定時制高校（ 1
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校：在籍者101名）の生徒で，2010年10月，出
席者90名に対し，授業の一環として，調査の趣
旨を説明し口頭で同意を得た上で，無記名のア
ンケート（表 1）を実施し，記入後直ちに回収
した（回収率100％）。このうち，若年者におけ
る喫煙行動と大麻などの違法薬物との関係を解
析する目的で，40歳以上の 4名と喫煙行動につ
いて解答の記入がなかった15名を除いた71名に

ついて解析した。
　統計処理にはExcel統計処理用CD-ROM
（ystat2000）を使用し，有意水準はｐ＜0.05
とした。

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　対象者の全体像と喫煙状況
　分析対象者は男性31名，女性37名，無
回答 3名で，年齢は15～26歳，平均年齢
は17.5歳，標準偏差は2.0歳であった。
喫煙行動別に各群の人数，平均年齢，男
女別人数は，「タバコを吸う」と答えた
現喫煙群（11名，18.1歳，男性 6名，女
性 5名），「以前吸っていた」と答えた前
喫煙群（ 8名，17.1歳，男性 5名，女性
3名），「試しに吸ったことがある」と答

えた試し喫煙群（10名，
17.6歳，男性 5名，女性 5
名），「 1本も吸ったことが
ない」と答えた非喫煙群
（42名，17.4歳，男性15名，
女性24名，不明 3名）で各
群間に年齢，性別の偏りは
認められなかった（一元配
置分散分析および 2検定）
（表 2）。

（ 2）　入手可能性・周囲の
使用者／保持者・誘わ
れた経験と喫煙状況

　大麻など違法薬物の入手
可能性・周囲の使用者/所
持者の有無・誘われた経験
の有無について喫煙状況別
に表に示す（表 3）。
　大麻などを手に入れるの
は，「簡単だと思う」もし
くは，「何とか手に入ると
思う」と回答した生徒は，
試し喫煙群＋非喫煙群，す
なわち常習的喫煙の経験の

表 1　大麻など違法薬物に関する意識調査
以下の設問についてあなたに一番近いものを選んでください。
・大麻には中毒になる危険が：ａあると思う　ｂないと思う
・大麻には犯罪に巻き込まれる危険が：ａあると思う　ｂないと思う
・大麻などを手に入れるのは： ａ簡単だと思う　ｂ何とか手に入ると

思う　ｃ不可能と思う
・周囲に大麻などを所持または使用した人が：ａいる　ｂいない
・大麻などをすすめられたことが：ａある　ｂない
・タバコを：ａ吸う　ｂ以前吸っていた　ｃ試しに吸ったことがある
　　　　　　ｄ１本も吸ったことはない
・性別：男性　女性
・年齢：歳

表 4　常習的喫煙経験（現喫煙・前喫煙）の有無と大麻など違法薬物の入手可能性
（単位　名，（　）内％）

総数 試し喫煙・
非喫煙群

現喫煙・
前喫煙群

大麻など違法薬物を手に入れるのは
　簡単だと思う・何とか手に入ると思う 41 (59) 25 (48) 16** (94)
　不可能だと思う 28 (41) 27 (52) 1   ( 6)

注　**ｐ＜0.01，Fisher直接確率検定

表 3　喫煙状況と違法薬物の入手可能性
総数 現喫煙群 前喫煙群 試し喫煙群 非喫煙群

入手できるか
　簡単 25 4 7 3 11
　何とか可能 16 4 1 4 7
　不可能 28 1 - 3 24
　無回答 2 2 - - -
周囲に使用者・所持者はいるか
　いる 7 3 3 - 1
　いない 62 6 5 10 41
　無回答 2 2 - - -
すすめられたことはあるか
　ある 2 - 1 - 1
　ない 66 10 7 10 39
　無回答 3 1 - - 2

（単位　名）

表 2　喫煙状況の概要
総数 現喫煙群 前喫煙群 試し喫煙群 非喫煙群

人数 71 11 8 10 42
平均年齢（標準偏差，歳）17.5 (2.0) 18.1 (1.7) 17.1 (1.7) 17.6 (3.3) 17.4 (1.9)
　男性 31 6 5 5 15
　女性 37 5 3 5 24
　無回答 3 - - - 3

（単位　名）
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ない生徒では約半数の52名中25名（48％）で
あったのに対し，常習的喫煙の経験者すなわち，
現喫煙群＋前喫煙群では，約 9割の18名中16名
（89％）が入手可能と回答（ｐ＜0.01，Fisher
直接確率検定）した（表 4）。
　「周囲に大麻などを所持または使用した人が

いる」と回答した割合は，現喫煙群＋前喫煙群
で17名中 6名（35％）あったのに対し，試し喫煙
群＋非喫煙群では52名中 1名（ 2％）と少なかっ
た（ｐ＜0.001，Fisher直接確率検定）（表 5）。
　「大麻など違法薬物の使用を誘われたことが
ある」と回答した生徒は，前喫煙群と非喫煙群

にそれぞれ 1人ずつであった。

（ 3）　危険性の認識と喫煙状況
　大麻の依存性（中毒になる危険）・
犯罪に巻き込まれる危険についての
認識の有無を喫煙状況別に表に示す
（表 6）。「大麻には中毒になる危険
がないと思う」，と答えた生徒は全
体で69名中22名（32％），「大麻には
犯罪に巻き込まれる危険がないと思
う」と答えた生徒は全体で70名中24
名（34％）と， 3 人に 1 人は有害
性・危険性の認識に欠けていた。
　有害性・危険性の認識については，
常習的喫煙の有無よりも生涯に一本
でもタバコを吸ったことがあるかど
うかが関連すると予測して，非喫煙
群と，その他の喫煙生涯経験者であ
る生徒（現喫煙群＋前喫煙群＋試し
喫煙群）で比較した。大麻の有害性
の認識は，非喫煙群すなわち， 1本
も吸ったことのない生涯非喫煙者で
乏しかった。「大麻には中毒になる
危険がないと思う」と答えた生徒の
割合は，非喫煙群で42名中18名
（43％）であり，その他の喫煙生涯
経験者である生徒（現喫煙群＋前喫
煙群＋試し喫煙群）の27名中 4 名
（15％）より多かった（ｐ＜0.05，
イエーツ補正 2検定）（表 7）。
　また，「大麻には犯罪に巻き込ま
れる危険がないと思う」と答えた生
徒の割合も，非喫煙群では42名中19
名（45％）であり，その他の生徒
（現喫煙群＋前喫煙群＋試し喫煙群）
の28名中 5名（18％）より多かった

表 5　常習的喫煙経験（現喫煙・前喫煙）の有無と周囲の違法薬物所持者の存在
（単位　名，（　）内％）

総数 現喫煙・
前喫煙群

試し喫煙・
非喫煙群

周囲に大麻など不法薬物を所持または
使用した人がいるか？
　いる 7(10) 6***(35) 1( 2)
　いない 62(90) 11   (65) 51(98)

注　***ｐ＜0.001，Fisher直接確率検定

表 7　喫煙生涯経験（現喫煙・前喫煙・試し喫煙）の有無と大麻の危険性の認識
（単位　名，（　）内％）

非喫煙群 現喫煙・前喫煙・
試し喫煙群

大麻には中毒になる危険性が
　ないと思う 18*(43) 4(15)
　あると思う 24 (57) 23(85)
大麻には犯罪に巻き込まれる危険性が
　ないと思う 19*(45) 5(18)
　あると思う 23 (55) 23(88)

注　*ｐ＜0.05，イエーツ補正 2検定，（複数回答）

表 8　非喫煙群における大麻などの入手可能性別にみた危険性の認識
（単位　名，（　）内％）

入手可能性あり 入手可能性なし

大麻には中毒になる危険性が
　ないと思う 3(17) 15*(62)
　あると思う 15(83) 9 (38)
大麻には犯罪に巻き込まれる危険性が
　ないと思う 3(17) 16*(67)
　あると思う 15(83) 8 (33)

注　*ｐ＜0.01，Fisher直接確率検定，（複数回答）

表 6　喫煙状況と大麻の危険性認識
　 総数 現喫煙群 前喫煙群 試し喫煙群 非喫煙群

中毒になる危険
　あり 47 8 7 8 24
　なし 22 2 1 1 18
　無回答 2 1 - 1 -
犯罪にあう危険
　あり 46 8 7 8 23
　なし 24 2 1 2 19
　無回答 1 1 - - -

（単位　名）
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（ｐ＜0.05，イエーツ補正 2検定）（表 7）。

（ 4）　非喫煙群における危険性の認識と入手可
能性

　非喫煙群の大麻に対する危険性の認識を入手
可能性別にまとめた（表 8）。大麻の有害性の
認識は，入手不可能と回答した生徒で乏しかっ
た。「大麻には中毒になる危険がないと思う」
と答えた生徒の割合は，入手が「不可能だと思
う」と答えた生徒で24名中15名（62％）であり，
可能と答えた生徒（「簡単だと思う」＋「何とか
手に入ると思う」）の18名中 3 名（17％）より
多かった（ｐ＜0.01，Fisher直接確率検定）。
また，「大麻には犯罪に巻き込まれる危険がな
いと思う」と答えた生徒の割合も，入手が「不
可能だと思う」と答えた生徒で24名中16名
（67％）であり，可能と答えた生徒（「簡単だ
と思う」＋「何とか手に入ると思う」）の18名中
3 名（17％）より多かった（ｐ＜0.01，Fisher直
接確率検定）。

Ⅳ　考　　　察

　今回の研究のきっかけは，「タバコの延長で
大麻」という産経新聞（2010年 2 月23日）の報
道である。記事の元となった大阪府警の担当者
に電話による聞き取りを行ったところ，2008年
7 月から2009年12月までに大麻取締法違反（所
持，譲渡）容疑で摘発した少年19人の取り調べ
調書の分析で，逮捕時は高校生10人，高校中退
者 8人，中卒が 1人で，全員に喫煙習慣を認め
たことが確認された。また大阪府警は，同じ煙
を吸うことから，喫煙が大麻使用のハードルを

下げていること，および仲間からの誘いを断り
にくい状況があることを推測している。
　今回の定時制高校の調査では，実際の大麻使
用の有無は尋ねていないため，喫煙と大麻使用
との直接の関連は指摘できない。しかし，現喫煙
群＋前喫煙群で，試し喫煙群＋非喫煙群と比較
して，大麻など違法薬物が入手可能，周囲に大麻
など違法薬物の使用者，所持者が存在する，と
答えた割合がいずれも多かったことは，現喫煙
群＋前喫煙群がより大麻に近接する環境に身を
おいていることを示しており，喫煙もしくは喫
煙経験が大麻などの違法薬物のゲートウェイと
なっている可能性を示唆するものと考えられる。
　勝野らが2009年に行った全国の全日制高校生
を対象とする薬物乱用の実態調査1）によれば，
わが国の18歳時の大麻生涯経験率は0.5％であ
り，欧米諸国と比較して極めて低い。例えば
2009年の米国の調査では17歳での大麻生涯経験
率が42.0％に及んでいる2）。
　しかし，今回の調査では，大麻など違法薬物
が入手可能（簡単に手に入る，何とか手に入
る）と答えた生徒の割合は全体で59％と過半数
を占めた。大学生を対象とした同様の調査でも，
関西四大学の調査で64.7％3）と同じ傾向が示さ
れている。また今回の調査では，入手可能性の
みならず，10％の生徒が実際に違法薬物の使用
者または所持者が周囲にいると回答した。
　こうした事実は，現実には多くの若者が大麻
など違法薬物の誘惑にさらされていることを示
唆しており，現在の欧米諸国と比較して極めて
低い大麻経験率をいかに維持していくかが喫緊
の課題といえよう。特に2006年の定点調査では
一部の定時制高校で，これまで以上に高い乱用

経験率（8.6％）が報告さ
れており4）事態は切迫して
いると考えられる。
　懸念すべきは，今回の調
査で，大麻の危険性につい
て 3人に 1人の生徒は認識
していなかった点である。
特に，むしろ多数を占める
非喫煙群において，依存性

表 9　喫煙状況と大麻などの入手可能性からみた大麻の危険性の認識・周囲の使用者の有無
（単位　％，（　）内名）

総数 「周囲の使用者あり」
と回答した生徒

「犯罪の危険なし」
と回答した生徒

「中毒の危険なし」
と回答した生徒

非喫煙者：入手不可 24 -( -) 67(16) 63(15)
　　　　　入手可 18 6( 1) 17( 3) 17( 3)
試し喫煙者 10 -( -) 20( 2) 11( 1)
前喫煙者 8 38( 3) 13( 1) 13( 1)
現喫煙者 11 33( 3) 20( 2) 20( 2)

注　複数回答
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の危険や犯罪に巻き込まれる危険を認識してい
ない生徒が約45％存在したことは，喫煙有無に
かかわらず若者全体において，大麻等に対する
警戒感が緩んでいることを危惧する根拠といえ
よう。
　さらに，今回の解析対象者の約 3分の 1を占
める，非喫煙かつ入手不可能と回答した24人に
おいて，危険性の認識が希薄な生徒が約 6割と
最も多かったことは興味深い（表 9）。この認
識の乏しさが何に起因するのか今回の調査より
考察することは困難であるが，いくつかの可能
性に触れておく。
　手がかりとしたいのは，非喫煙者であっても，
入手可能と回答した生徒では危険性の認識が高
かったことである。確かにこの生徒たちは「入
手可能」と回答している。しかし，これは必ず
しも彼らの交友関係や行動が大麻と関わりやす
い傾向にあることを意味するものではないのか
もしれない。例えば彼らは彼らなりに現在の社
会環境を主体的・能動的に厳しく把握して，
「自分もその気になれば，特定のカフェやクラ
ブ，あるいはインターネットなどで（簡単に・
なんとか）入手しようと思えばできる」という
意味で「入手可能」と回答していた可能性があ
る。そうだとすれば，この生徒たちが大麻の危
険性について認識していたとも解釈できる。
　この観点からみると，入手は不可能だと回答
した生徒は，大麻と関係のない人間関係に身を
おいていたとしても，現状認識が甘く，主体的
に現状を把握する力に乏しいのかもしれない。
すなわち，受身的で周囲の雰囲気に流されやす
い可能性がある。
　ここで想起すべきは今回の調査で，10名に 1
名の生徒が，「周囲に大麻など違法薬物を使
用・所持した人がいる」と回答した事実であろ
う。こうした校内環境であれば，生徒の間に大
麻の使用者・所持者の話題が出ることは想像に
難くない。そして，そうした口コミの内容は
「知ったかぶり」をしたり「いきがってみせ
る」という若者心理を反映し，「大麻などたい
したことない」と歪曲される危険をはらむ。特
に学校の一部においてそのような誤解がある場

合，多数の生徒がそれに影響される危険性は容
易に想像される。
　受身の生徒は各種メディアの影響も受けやす
いであろう。特にインターネットでは，「大麻
は安全でありオランダでは大麻は合法である」
というような誤った情報が繰り返し流されてお
り若者をミスリードする可能性がある。こうし
た情報の中には大麻を売る側の，若者を油断さ
せようという意図的なものも含まれるだけに実
態は深刻である。非喫煙生徒で大麻に対する危
険性の認識が乏しかった背景にはこうした要因
があるのかもしれない。
　その一方で，注目されるのは，本調査結果か
ら現喫煙群，前喫煙群では，大麻の中毒性など
の認識が非喫煙群に比べ高いにもかかわらず，
周囲に違法薬物の使用・所持者のいる割合が多
かったことである。危険を承知の上でこうした
環境に身をおく背景には，現場の警察当局の分
析にもあるように，仲間から抜けにくい，と
いった若者心理が反映している可能性がある。
そして少なくとも，こうした仲間の共通点とし
て喫煙があげられることは今回の調査から明ら
かといえよう。
　以上をまとめると若者に広がる「大麻などた
いしたことない」という誤解を解く教育が急が
れること。それに加えて，ゲートウェイとして
のタバコを含め，大麻など違法薬物へのアクセ
ス自体を少しでも困難にしていくという環境面
での対策が重要であることが改めて示唆された。
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